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さまざまな変化を生き抜く力 

校長 石代 俊則 
2学期が始まり、すでに1か月が経ちました。令和8年度の教育活動も後半の折り返し地点を迎

えています。例年であれば、「残暑厳しい日が続きますが……」と書き始めるところですが、今
年度の東京は、8月27日から36日間連続で降水を観測するなど、例年とは異なる9月となりまし
た。その一方で、台風や前線の影響による大雨により、河川の氾濫や堤防の決壊、道路の冠水、
家屋への浸水、土砂災害なども発生しました。「異常気象」という言葉を耳にする機会も増えま

した。あまりにも頻繁に使われるため、いつの間にか、それが特別なことではなく、日常の一部
であるかのように感じてしまうことさえあります。だからこそ、自然災害を「自分には関係のな
いこと」とせず、日頃から「もしもの時」を想定し、備えておくことが大切です。 
こうした「これまでの経験だけでは予測しにくい出来事」は、自然災害に限りません。八王子

を含む東京都西多摩地域では、クマの出没も相次いで報告されています。東京都によると、都内
のツキノワグマの生息数は増加傾向にあると考えられており、人の生活圏への出没も課題となっ
ています。クマの出没には、里山の管理状況や餌となる食物の変化、人と野生動物との生活圏の
接近など、さまざまな要因が関係しています。普段のツキノワグマは、人の気配を感じると避け
る傾向がありますが、突然出会って驚かされた場合などには、人を襲うことがあります。大切な
のは、「きっと大丈夫」と経験や思い込みだけで判断するのではなく、正しい情報を得て、万一
の場合を想定して行動することです。異常気象への備えも、クマへの対策も、その根底にあるの

は、「予測できないことに対して、どのように備え、判断し、行動するか」という危機管理の考
え方ではないでしょうか。 
そして、私たちの身の回りでは、自然環境だけでなく、社会そのものも大きく変化していま

す。現在、学校教育の根幹をなす学習指導要領の次期改訂に向け、中央教育審議会の特別部会な
どで議論が進められています。その背景の一つには、生成AIをはじめとするデジタル技術の急速
な発展があります。これから先、私たちの生活は、今では想像することが難しいほど変わってい
くかもしれません。家庭では家事を担うロボットが働き、街には自動運転のバスやタクシー、自
家用車が走る。工場ではロボットが24時間稼働し、店舗では店員やレジを必要としない買い物が
当たり前になる。そして、人類の活動拠点が宇宙へと広がっていく。こうした未来は、もはや遠
い空想ではなく、少しずつ現実になりつつあります。では、そのような時代を生きる子供たち
に、学校教育は何を身に付けさせればよいか。これからは、周りの人と同じことができることに
加え、自分なりの発想や視点をもつことの価値が、ますます高まっていくはずです。AIが膨大な

知識をもとに答えを示してくれる時代だからこそ、「何を知っているか」だけでなく、「何を問
い、何を考え、どのように判断するか」が重要になります。そして、自分の生き方や働き方、人
との関わり方について自ら考え、選択し、行動する力、言い換えれば、自分の人生を自分自身で
かじ取りしていく力が必要になります。そのためには、単に知識を理解し、覚えるだけではな
く、「学んだことを自分の将来にどう生かすのか」「社会の中でどのように役立てるのか」を考
え、行動につなげていくことが大切です。自ら問いをもち、主体的に学び続け、多様な考えをも
つ他者と協働しながら、自分なりの答えを見つけていく。そうした学びの積み重ねが、変化の激
しいこれからの社会を生きる力につながっていくのだと思います。異常気象、クマの出没、生成
AI。一見すると全く異なる出来事ですが、そこには、「これまでの経験や常識だけでは対応でき
ない時代を、私たちは生きていく」という共通点があります。だからこそ、変化を恐れるのでは
なく、正しい情報を得て、自分で考え、判断し、必要に応じて行動を変えていく力を育てること

が大切です。2学期は、学校行事や学年ごとの取組が数多く予定されています。一つ一つの活動
を真剣に取り組み、さまざまな人と関わり、考え、挑戦する経験を通して、一人一人が「自分の
未来を自分で切り拓く力」を身に付けてくれることを期待しています。 

一中だより



☆★☆一中生の頑張り紹介します☆★☆ 

【女子バレーボール部】 

○八王子市新人バレーボール大会         第６位 

【バドミントン部】 

○第３１回八王子ジュニアバドミントン大会（中学男子２年生シングルス） 第３位    

【陸上競技部】 

○第７９回はちおうじ T＆F トライアル     

・女子中学２年    ４×１００ｍＲ   第２位  ５４秒９１     

・男子中学２年    １５００ｍ     第３位  ４分２７秒５２   

・男子中学共通    ８００ｍ      第５位  ２分０５秒８４   

・男子中学共通    ３０００ｍ     第５位  ９分１２秒９９   

・男子中学１年    ４×１００ｍＲ   第５位  ５３秒４５     

・女子中学１、２年  ８００ｍ      第５位  ２分３３秒４８   

・女子中学２年    １００ｍＨ     第６位  １７秒２０     

☆★☆【市からのお知らせ】☆★☆ 

「不登校の子どもたちを支援する学校等の説明会」 

１．対 象  市内在住の小・中学生の保護者 

２．日 時  令和 8 年 10 月 17 日（土） 午前 10 時から正午 

３．会 場  八王子市教育センター （八王子市散田町 2-37-1） 

４. 内 容  (1) 高尾山学園・第一中学校チャレンジクラス (2)センター内見学 (3) 各施設の利用に関する相談 

５. 定 員  100 名(先着順)  

６．申 込  令和８年 10 月 1 日(木)から電子申請にて受付開始          ＜問合せ：663-3216＞ 

☆★☆ １０月の予定 ☆★☆ 

 
日 曜日 給食 行事予定等 日 曜日 給食 行事予定等 

10/1 木 ○ 都民の日 安全指導  17 土   

2 金 ○ 
避難訓練 

⑤⑥いじめ防止授業 英検 
18 日   

3 土   19 月 ○ 合唱コン実行委員会 開閉会式リハ 

4 日   20 火 ○ 前日指導 合唱コン実行委員会 

5 月 ○ 一斉委員会 21 水 弁 合唱コンクール 

6 火 ○  22 木 ○ 脊柱側弯検診(1) 合唱コン実行委員会 

7 水 ○ 小中一貫教育の日 23 金 ○ 全校朝礼 漢検 

8 木 ○  24 土   

9 金 ○ 生徒会朝礼 合唱コン実行委員会 25 日   

10 土   26 月 ○ スキー教室説明会(1) 

11 日   27 火 ○ 復習確認テスト(3) 食育訪問(2･8) 

12 月  スポーツの日 28 水 ○ 三者面談(3) 

13 火 ○ 進路説明会(3) 29 木 ○ 三者面談(3) 

14 水 ○ ②合唱コンリハ(7) 30 金 ○ 三者面談(3) 校外学習(8) 

15 木 ○ 合唱コンリハ(1･2･3) 31 土   

16 金 ○      


